
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告(1)】 

 

「北九州市地域福祉に関する市民意識調査」 

の調査結果について 

資 料 ４ 
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保健福祉局では、地域で誰もが安心して暮らすことができるまちの実現を目指し、各種の施策を推進して

いる。今後の地域福祉を推進するにあたって、地域における支え合い、地域福祉のネットワーク、地域活動

の状況、保健福祉全般に関する市民の意識を把握し、次期地域福祉計画策定の基礎的な資料とするため、

調査を行ったもの。

２ 調査の対象及び回収率など

１ 調査の目的

「北九州市地域福祉に関する市民意識調査」の調査結果について

３ 主な調査項目

いのちをつなぐネットワーク事業の認知度
行政が地域に入り課題解決へ取り組むことへの考え方
見守りをして欲しい相手 など

Ⅱ 地域福祉のネットワーク
について

ボランティアや地域活動への参加の有無とその理由
地域活動活性化の方法に対する考え など

Ⅲ ボランティアや地域での
自治活動について

保健福祉施策の充実についての実感
今後、力を入れるべき施策についての考え
地域福祉充実のための行政と地域住民の関係のあり方 など

Ⅳ 保健福祉全般について

近所の人との付き合い方
地域における支え合いに対する考え方
近所の支え合いを感じるか など

Ⅰ 地域の支え合いについて

平成21年10月13日～11月13日期間

郵送による配布・回収方法

５３．９％３，３４７人６，３００人20歳以上の
市内居住者

有効回収率回収数対象者数調査対象

対象

平成２２年６月４日
保 健 福 祉 局
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（１）近所の人との付き合い方（複数回答） 【報告書 ４８頁】

･･･何らかの付き合いがある方はおおむね９割
近所の人との付き合いが「ほとんどない」と回答した方は9.7％であり、おおむね９割の方は何らかの付き合いを持っている。

付き合い方としては、「あいさつ程度」（57.2％）が最も多く、「物のやりとり」（39.6％）や「立ち話程度」（37.9％）がこれに続

いている。

全体として、浅い付き合いが多く、「趣味をともに」「お茶や食事を一緒に」などのどちらかといえば深い付き合いは、それぞ

れ１割程度となっている。

単位：％

Ⅰ 地域の支え合いについて

1.0

5 .8

4 .9

9 .7

13 .7

11 .4

7 .1

39 .6

37 .9

57 .2

ほとんどない

あいさつ程度

立ち話程度

物のやりとり

趣味をともに

お茶や食事を一緒に

相談ごとをする

家事や用事をする

病気の時に助け合う

その他

４ 調査結果の概要

（２）地域の支え合いについての考え方 【報告書 ５３頁】

…８割以上が支え合いは必要

地域における支え合いについては、「地域における支え合いは必要であ

り、今後も充実させるべき」が49.1％、「現在の自分には必要ないが、大切

だと思う」が34.8％となっており、計83.9％の人が地域の支え合いは必要

であり、大切だと回答している。

2.9

49.1

34.8

4.8
8.3

地域の支え合いは必要、今後も充実させるべき

自分には現在必要ないが、大切だと思う

行政が対応不可な課題は、NPO・ボランティアに任せるべき

公的な福祉サービスで対応すべき

その他・無回答

単位：％

15.7
16.2

32.6

11.7

20.1

3.20.5

（３）近所の支え合いの感じ方 【報告書 ５６頁】

…約半数が「支え合いを感じる」

近所の人同士の「支え合いが感じられる」（15.7％）、「どちらかといえ

ば支え合いを感じられる」（32.6％）の合計は48.3％であり、「支え合い

が感じられない」（11.7％）、「どちらかといえば支え合いを感じられない」

（20.1％）の合計の31.8％を上回った。

単位：％

「支え合い」が感じられる

どちらかといえば「支え合い」が感じられる

どちらかといえば「支え合い」は感じられない

「支え合い」は感じられない

わからない

自分には関係がない

無回答
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Ⅱ 地域福祉のネットワークについて

（１） 三層構造による地域福祉のネットワークづくりの認知度 【報告書 ６９頁】

･･･「知っている」「聞いたことはある」が３割強
三層構造による地域福祉のネットワークづくりについては、「知っている」（6.4％）

と「聞いたことはある」（28.0％）との合計は34.4％で、「聞いたことはない」が62.8％
となっている。

知っている

聞いたことはある

聞いたことはない

無回答

単位：％

28.0

62.8

2.8 6.4

（２） いのちをつなぐネットワーク事業の認知度 【報告書 ７３頁】

･･･約５割が「知っている」「聞いたことはある」
いのちをつなぐネットワーク事業の認知度については、「知っている」（10.2％）と

「聞いたことはある」（40.7％）との合計は50.9％で、約半数となっている。

知っている

聞いたことはある

聞いたことはない

無回答

単位：％

40.7
45.0

4.1

10.2

4.8
6.6

66.1

14.7

7.8

（３） 行政が地域に入り課題解決に取り組むことへの考え方 【報告書 ７７頁】

･･･３人に２人が「地域と行政が連携すべき」

行政が地域に入り課題解決のための支援を行うことについて、

「地域でできることは地域にまかせた方がよい」は4.8％
「地域でできないことにのみ、行政は立ち入るようにすべき」が6.6％
「地域と行政が連携して取り組んでいくべき」が最も多く66.1％、

「行政（市職員）はもっと積極的に立ち入るべき」が14.7％、

となっている。

単位：％

地域できることは地域に任せた方がよい

地域でできないことにのみ、行政は立ち入るようにすべき

地域と行政が連携して取り組んでいくべき

行政（市職員）はもっと積極的に立ち入るべき

その他・無回答

（４） 見守りをして欲しい相手（複数回答）･･･約８割が「家族・親族」に期待 【報告書 ８１頁】

見守りをして欲しい相手を尋ねたところ、78.1％の方が「家族・親族」と回答している。続いて、「仲の良い友人・知人」（33.3％）、

「民間のサービス事業者（ケアマネージャー等）」（27.9％）、「隣近所の住民」（24.9％）となっている。

1.1
2 .1

6 .8

12 .9

33 .3

27 .9

24 .9

17 .1

15 .4

14 .1

78 .1家族・親族

仲の良い友人・知人

民間のサービス事業者

隣近所の住民

社会福祉協議会

行政（市職員）

民生委員・児童委員

ボランティア・NPO

自治会などの役員

職場の同僚

その他

単位：％
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Ⅲ ボランティアや地域における自治活動について

（１） ボランティア活動経験の有無 【報告書 ９５頁】

･･･未経験が約７割

ボランティア活動については、68.3％の方は

経験したことがないと回答している。

ボランティア活動の内容としては、「美化や

清掃」「地域づくり」「高齢や障害のある人の支

援」が多い。

17.2

68.3

3.7
10.8

単位：％

42 .6

12 .2

13 .2

14 .6
16 .9

26 .2

36 .8

8 .2

美化や清掃

地域づくり

高齢者や障害のある人の支援

防犯や防災

健康づくり・介護予防

教育や生涯学習

子育て支援

自然や環境の保全

現在活動中

以前活動していた

活動したことはない

無回答

（２） ボランティア活動をしたことがない理由 【報告書 １０９頁】

･･･「時間的な余裕がない」「健康や体力面で余裕がない」「きっかけがない」が主な理由
ボランティア活動をしたことがない理由としては、「時間的な余裕がない」（35.5％）が最も多く、次いで「健康や体力面に余裕がない」

（17.2％）、「きっかけがない」（13.6％）、「知識や情報がない」（9.1％）などとなっている。

2.9

17.2
13.6

9.1
5.7

5.5

5.5

35.5

単位：％

（３） 地域活動への参加の有無

･･･約３人に１人が参加している
地域活動へ参加している方は「積極的に参加してい

る」（5.3％）、「なるべく参加している」（11.0％）、「時々

参加している」（15.9％）を加えて32.2％であり、「参加

していない人は63.1％である。

地域活動の内容としては、「地域美化」「環境保護」

「子ども会活動」が多い。

5.34.7

63.1

15.9

11.0

30 .2

8 .1
9 .8
10 .7

16 .0
20 .3

26 .9

7 .9
4 .6

2 .2

単位：％

積極的に参加

なるべく参加

時々参加

参加していない

無回答

【報告書 １２３頁】

【参加している地域活動の種類】（複数回答）

【ボランティア活動の内容】（複数回答）

時間的な余裕がない

健康や体力面で余裕がない

きっかけがない

知識や情報がない

興味・関心がない

経済的な余裕がない

人づきあいが苦手

活動する仲間がいない

地域美化

環境保護

子ども会活動

生涯学習

防犯活動

健康づくりや介護予防

青少年健全育成

見守り活動

防災活動

地域における居場所づくり
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（６） 地域活動活性化の方法（複数回答） 【報告書 １３５頁】

･･･「情報入手の仕組み」「体験できる仕組み」 「子どものころからの教育」が上位

「どうすれば地域活動が活性化すると思いますか」という問に対して、「地域活動に関する情報が入手しやすい仕組みを充実

する（情報入手の仕組み）」が45.6％と最も多く、次いで、

「興味・関心のある地域活動を自由に体験できる仕組みをつくる（体験できる仕組み）」が40.2％

「子どもの頃から地域活動を行う精神を育むための教育を充実する（子どものころから教育）」が35.9％、と続いている。

45.6

40.2

35.9

16.2

15.5

2.8

情報入手の仕組み

体験できる仕組み

子どものころからの教育

祭等の参加者から担い手

意義普及の催し

表彰制度創設

単位：％

（５） 地域活動に参加していない理由 【報告書 １２６頁】

…「時間がない」 「情報がない」 「必要を感じない」が主な理由

地域活動に参加していない理由は、第一に「時間がない」（34.6％）、次いで「情報がない」（17.6％）、「必要を感じない」

（17.1％）となっている。

34 .6

10 .4

6 .7

10 .3

17 .1

17 .6

時間がない

情報がない

必要を感じない

人づきあいが苦手

仲間がいない

その他

単位：％

（４） 地域活動に参加した一番の理由･･･「地域をより住みやすく」が最も多い 【報告書 １３２頁】

地域活動に参加した主な理由は、多い順に「地域をより住みやすく」（27.4％）、「当番制のため」（24.6％）、「友人・知人の誘

い」（10.6％）となっている。

単位：％

24.6

10.6

4.7

4.0

3.3

2.7

27.4地域をより住みやすく

当番制のため

友人・知人の誘い

生活にはりを持たせる

経験や知識を活かす

友人・知人を得るため

その他

Ⅲ ボランティアや地域における自治活動について
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Ⅳ 保健福祉全般について

（１） 保健福祉施策の充実についての実感〔１７項目〕 【報告書１４９頁】

･･･「救急医療体制の充実」「健康づくり・介護予防」「施設や道路などのバリアフリー」が上位
「本市の保健福祉施策について、充実してきたと実感しますか」という問に対して、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した

人の割合が最も高いのは、「救急医療体制の充実」（28.6％）である。その他、「健康づくり・介護予防」が26.7％、「施設や道路などのバ

リアフリー」が25.7％と続く。

16 . 8

13 . 3

13 . 9

15 . 9

28 . 6

15 . 4

18 . 1

21 . 3

25 . 7

16 . 0

26 . 7

12 . 2

19 . 8

20 . 3

14 . 9

15 . 1

19 . 0

17 . 4

12 . 3

8 . 8

10 . 1

12 . 4

11 . 2

15 . 2

16 . 4

15 . 4

14 . 0

13 . 7

14 . 3

12 . 8

12 . 2

13 . 9

12 . 7

18 . 6

そう思う・どちらかといえばそう思う

思わない・どちらかといえば思わない

健康づくり・介護予防

高齢者や障害のある人などの
いきがいづくり

認知症高齢者や障害のある人など
への正しい理解の普及・啓発

ボランティアやＮＰＯなど団体の
活動支援

地域における見守り・支え合いの
ネットワークづくり

高齢者や障害のある人などの
相談窓口

高齢者や障害のある人への
就労支援

高齢者の施設や在宅福祉の充実

福祉サービスの情報提供

福祉サービスの質の向上
（福祉人材や事業者の育成）

生活保護などの
セーフティネット

地域医療（在宅医療など）の充実

救急医療体制の充実

地域リハビリテーション

感染症対策などの健康危機管理

子育て支援

施設や道路などのバリアフリー

単位：％
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Ⅳ 保健福祉全般について

（２） 今後、力を入れるべき施策（複数回答） 【報告書 １６８頁】

･･･「高齢者の施設や在宅福祉の充実」「高齢者や障害のある人などのいきがいづくり」が上位
今後力を入れるべき施策について尋ねたところ、「高齢者の施設や在宅福祉の充実」（38.9％）、「高齢者や障害のある人などのいきが

いづくり」（38.1％）「救急医療体制の充実」（37.5％）が上位となっている。次いで、「健康づくり・介護予防」（36.1％）、「認知症高齢者や

障害のある人などへの正しい理解の普及・啓発」（33.3％）となっている。
単位：％

13.7

14.7

15.1

16.3

23.4

23.8

25.4

26.3

29.4

30.4

31.6

38.1

37.5

36.1

33.3

32.6

32.1

38.9

健康づくり・介護予防

高齢者や障害のある人などのいきがいづくり

認知症高齢者や障害のある人などへの正しい理解の普及・啓発

ボランティアやＮＰＯなど団体の活動支援

地域における見守り・支え合いのネットワークづくり

高齢者や障害のある人などの相談窓口

高齢者や障害のある人への就労支援

高齢者の施設や在宅福祉の充実

福祉サービスの情報提供

福祉サービスの質の向上

生活保護などのセーフティネット

地域医療（在宅医療など）の充実

救急医療体制の充実

地域リハビリテーション

感染症対策などの健康危機管理

子育て支援

施設や道路などのバリアフリー

いずれの行政サービスにも対象とならない方への対応

（３） 福祉についての、家族・親族以外の主な相談相手･･･「友人・知人」が約４割 【報告書 １７６頁】

「家族・親族以外で福祉のことについて相談できる人はいるか」という問に「いる」と回答した方に対して、主に誰に相談するかと

尋ねたところ、「仲の良い友人・知人」が42.7％と最も多くなっている。ついで、「行政（市職員）」が11.9％、「隣近所の住民」が

8.9％、「民間のサービス事業者（ケアマネジャー等）」が8.7％となっている。

0.5

0.9

1.7

11.9

8.9

8.7

7.5

7.4

6.7

42.7友人・知人

行政（市職員）

隣近所の住民

ケアマネジャー等

自治会の役員

職場の同僚

民生委員等

社会福祉協議会等

相談しない

ボランティア等

単位：％
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Ⅳ 保健福祉全般について

（４） 知っている相談窓口や相談事業 【報告書 １８０頁】

・・・「保健福祉相談コーナー」「心配ごと相談」「子ども家庭相談コーナー」「各区社会福祉協議会」が上位
認知度の高い相談窓口や相談事業は、「保健福祉相談コーナー（区役所に設置）」が最も高く41.4％、次いで「心配ごと相談」

（24.3％）、「子ども家庭相談コーナー」（24.2％）、「各区社会福祉協議会（区役所に設置）」（24.1％）と続いている。

1.5
4.9

41.4

14.8
18.3

23.2

24.1
24.2

24.3

14.8

13.8

13.6

12.5
12.3

11.8
10.6

9.3

7.8

6.8

5.2

単位：％

（５） 相談体制の整備についての考え 【報告書 １８６頁】

･･･「身近なところで気軽な相談」が半数以上

相談体制については、「身近なところで気軽な相談ができるところが

多くあった方がよい（身近で気軽な相談）」が50.7％となっており、「ある

程度集約して専門的な相談に応じられる体制にした方がよい（専門的

な相談に応じられる体制）」の24.0％を上回っている。

24.0

5.5

3.7

16.2

50.7

身近で気軽な相談

専門的な相談に応じられる体制

他のサービス内容の充実

現状のままでよい

その他・無回答

単位：％

（６） 地域福祉充実のための行政と地域住民との関係のあり方 【報告書 １９６頁】

･･･「地域住民も積極的に取り組むべき」が半数近く
地域福祉充実のための行政と地域住民との関係のあり方について、

「行政の責任であり、地域住民が協力する必要はないと思う」は4.8％
「行政ができない場合に限って、地域住民も協力していくべきだと思う」が17.2％
「行政だけでなく、地域住民も積極的に取り組むべきだと思う」が最も多く45.0％、

「家庭や地域で助け合いができない場合に限り、行政が支援すべきだと思う」が16.2％、

となっている。

4.8
16.8

16.2

45.0

17.2

単位：％

行政の責任であり、地域住民が協力する必要はないと思う

行政ができない場合に限って、地域住民も協力していくべきだと思う

行政だけでなく、地域住民も積極的に取り組むべきだと思う

家庭や地域で助け合いができない場合に限り、行政が支援すべきだと思う

その他・無回答

保健福祉相談コーナー

心配ごと相談

子ども家庭相談コーナー

各区社会福祉協議会

健康相談

保護課

障害福祉センター

妊産婦・乳幼児なんでも相談

高年齢者就業支援センター

地域包括支援センター

保健福祉なんでも相談

障害者地域生活支援センター

ボランティアセンター

しごとサポートセンター

あんしん法律相談

統括支援センター

精神保健福祉センター

精神保健福祉相談

発達障害者支援センター

オンブズパーソン事業


